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10 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　9 月 28 日、但馬牧場公園で「第 21 回但馬“牛まつり”」を開催しました。メインイベン
トの造形物パレードでは、バルーンアートや「日本エレキテル連合」ならぬ「但馬牛エレキ
テル連合」、せり市に来た歩く子牛など、工夫をこらしたパフォーマンスで会場はおおいに
盛り上がりました。（関連記事を 4 ページに掲載）

造形物パフォーマンスの部で最優秀賞を受賞した「チーム牛っと愛して」
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山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク 

が

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
再
認
定
！

祝
　

９
月
23
日
（
現
地
時
間
22
日
）、
カ

ナ
ダ
の
ス
ト
ー
ン
ハ
ン
マ
ー
ジ
オ
パ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
た
第
６
回
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
で
、
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

に
再
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
認
定

で
、
エ
リ
ア
が
鳥
取
市
青
谷
町
ま
で
延

伸
し
、
東
西
１
２
０
㎞
に
拡
大
し
ま
し

た
。

　

23
日
午
前
、
岡
本
町
長
な
ど
各
市
町

の
関
係
者
が
豊
岡
市
役
所
に
集
ま
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
送
ら
れ
る

ユ
ネ
ス
コ
会
議
の
様
子
を
見
守
り
ま
し

た
。
再
認
定
が
発
表
さ
れ
る
と
会
場
は

拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
、
く
す
玉
を

割
っ
た
ほ
か
万
歳
三
唱
を
し
て
再
認
定

を
喜
び
ま
し
た
。

　

新
温
泉
町
内
に
お
い
て
は
、
役
場
庁

舎
に
懸
垂
幕
を
掲
げ
た
ほ
か
、
町
内
事

業
所
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
祝
賀
フ

ラ
ッ
グ
を
２
６
０
箇
所
に
掲
示
し
ま
し

た
。

　

今
後
も
ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

地
域
全
体
で
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

―
問
合
せ
―

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

 

国
際
学
術
会
議  　
　
　

   

　

  「
湯
村
会
議
」
開
催

　

  

―
ジ
オ
パ
ー
ク
に
よ
る

　
　
　

 　
　
　
　

地
域
づ
く
り
―

◆
会
議

▽
と
き

　

10
月
25
日
（
土
）
午
前
9
時
～

▽
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▽
内
容　

国
内
外
の
ジ
オ
パ
ー
ク
を

活
用
し
た
地
域
づ
く
り
が
紹
介
さ
れ

る
ほ
か
、
浜
坂
高
等
学
校
の
生
徒
に

よ
る
発
表
、
国
内
外
講
師
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
。（
同
時
通
訳
あ
り
。
参
加
無
料
）

◆
交
流
会

▽
と
き

　

10
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
～

▽
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
費　

５
０
０
０
円

◆
現
地
見
学
会

▽
と
き　

　

10
月
26
日
（
日
）
午
前
8
時
30
分
～

▽
参
加
費　

５
０
０
０
円

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
限　

10
月
17
日
（
金
）

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

カナダの映像を見ながら再認定の発表を
待ちました（豊岡市役所）

祝賀フラッグを町内 260 箇所に
掲げています

くす玉の前で再認定を喜ぶ新温泉町関係者
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郷
土
の
先
人
で
書
家
の
宇
野
雪
村
先
生
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
書
道
の

普
及
を
図
る
た
め
「
宇
野
雪
村
賞
全
国
書
道
展
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
入
賞
作
品
が
決
ま
り
、
最
優
秀
の
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣

賞
に
宍
粟
市
の
村
上
美
香
さ
ん
の
作
品
「
歓
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
15
回
目
を
迎
え
た
歓
び
や
郷
土
へ
の
思
い
、
夢
但
馬
の
合

い
言
葉
か
ら
文
字
を
選
び
「
歓
」「
郷
」「
歴
」「
感
動
」
を
規
定
課
題
と

し
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
、
一
般
の
部
に
９
６
６
点
、
学
生
の
部
に

４
６
４
点
、
合
計
１
４
３
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

宇
野
雪
村
賞
作
品
展

　

特
別
賞
入
賞
作
品（
一
般
の
部
19
点
、

学
生
の
部
11
点
）
の
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。
迫
力
あ
る
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

▪
第
１
期

　

11
月
16
日
（
日
）

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▪
第
２
期

　

11
月
22
日
（
土
）
～
11
月
26
日
（
水
）

　

浜
坂
先
人
記
念
館

※
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

「
宇
野
雪
村
賞
」　　
　

全
国
書
道
展
記
念
展

　

歴
代
審
査
員
寄
贈
作
品
及
び
第
１
回

～
第
14
回
宇
野
雪
村
賞
受
賞
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
12
日（
水
）～
19
日（
水
）

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館

※
13
日
（
木
）
は
休
館
日

―
問
合
せ
―

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　
　

℡
82
‐
４
４
９
０

「　歓　」
宇野雪村賞・文部科学大臣賞を受賞した

村上美香さんの作品

宇野雪村先生（1912 ～ 95）

第
15
回
宇
野
雪
村
賞
全
国
書
道
展 

入
賞
者
決
定

審
査
委
員
長
講
評

　
貝
原
司し

研け
ん

審
査
委
員
長
（
雪
村
先

生
が
結
成
し
た
奎け
い

星せ
い

会
の
会
長
）は
、

「
全
体
的
に
技
法
は
向
上
し
、
内
容

も
多
種
多
様
で
見
て
い
て
楽
し
い
作

品
が
多
か
っ
た
。特
に
規
定
課
題
は
、

創
意
工
夫
が
見
ら
れ
、
観
る
者
を
引

き
付
け
て
る
深
さ
が
あ
っ
た
。
応
募

者
が
中
学
生
か
ら
九
十
才
前
後
と
幅

広
く
、
関
心
度
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ

た
。
最
高
賞
の
作
品
は
、
紙
面
全
体

を
充
実
さ
せ
、
白
と
黒
と
の
バ
ラ
ン

ス
が
う
ま
く
、
迫
力
あ
る
出
来
ば
え

で
し
た
」
と
講
評
さ
れ
ま
し
た
。
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町政のうごきから

災
害
に
備
え
、
連
携
を
確
認

美
方
郡
防
災
訓
練

第
21
回  

但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
開
催

　

9
月
23
日
、
２
１
１
名
の
消
防
関

係
者
が
参
加
し
て
、
石
橋
地
区
で
美

方
郡
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
林
１
ha
が
焼
失
す
る
林
野
火
災

が
発
生
し
、
延
焼
拡
大
の
恐
れ
が
あ

る
と
の
想
定
で
、
新
温
泉
町
消
防

団
、
香
美
町
消
防
団
、
美
方
広
域
消

防
本
部
、
兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊

が
連
携
し
て
消
火
に
あ
た
る
訓
練
で

し
た
。

　

石
橋
池
や
田
中
地
区
か
ら
給
水

し
、
あ
わ
せ
て
３
本
の
ホ
ー
ス
を
延

長
。
約
１
㎞
離
れ
た
火
点
ま
で
ポ
ン

プ
を
6
～
8
台
つ
な
い
で
放
水
し
ま
し
た
。

ま
た
、
上
空
か
ら
は
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
、
火
点
を
目
が
け
て
散
水
し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
、
美
方
広
域
消
防
本
部
の
久
保

井
消
防
長
は
「
長
い
距
離
の
送
水
は
、
的
確

な
判
断
や
連
絡
、
正
し
い
操
作
が
不
可
欠
。

そ
れ
ら
が
良
好
に
行
わ
れ
、
順
調
に
放
水
が

で
き
て
い
た
」
と
講
評
し
て
い
ま
し
た
。 ▲火点に向け放水する団員

◀上空から散水する航空隊ヘリコプター

▲訓練に参加した新温泉町消防団員

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
9
月
28
日
、
但
馬
牧

場
公
園
で
「
但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟」
を
開

催
し
、
1
万
8
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
但
馬
牛
を
1
頭
買
い
し
て
、
ミ

ニ
ス
テ
ー
キ
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
但

馬
ビ
ー
フ
料
理
を
来
場
者
に
提
供
。ま
た
、

「
但
馬
牛
〇
×
ク
イ
ズ
」
や
「
但
馬
牛
体

重
当
て
ク
イ
ズ
」
な
ど
但
馬
牛
に
因
ん
だ

催
し
も
行
い
ま
し
た
。
午
後
に
は
、
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
但
馬
〝
牛
ま
つ
り
〟
パ

レ
ー
ド
」
が
あ
り
、
優
雅
な
花
嫁
行
列
や

造
形
物
を
使
っ
た
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

▲昔ながらの牛車による花嫁行列
　優雅で艶やかな行列でした造形物の部  最優秀賞

（鳥取環境大ジオ部）
段ボール紙を 250 枚
以上重ねて制作　　 ▶

▲同時開催の「日本酒ま
　つり」今年も多くの方
　が来場しました

「牛の絵展」今年は 453 点
の出展がありました　　▶
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様
々
な
人
権
課
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う
！

　
人
権
セ
ミ
ナ
ー
で
参
加
体
験
型
学
習
を
開
催

　

９
月
２
日
、
本
年
度
の
第
３
回
人
権
セ
ミ
ナ
ー
を
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
で
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
「
あ
な
た
は
ど
う
思
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
参
加
体
験

型
学
習
を
行
い
、
56
名
の
町
民
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
司
会
進
行
に
は
、
香
住
区
同
和
教
育
啓
発
研
究
委
員
会
の
み
な

さ
ん
を
招
き
、
い
く
つ
か
の
人
権
課
題
の
事
例
を
も
と
に
話
し
合
い
、
参
加
者
自

ら
も
そ
の
課
題
解
決
の
主
体
者
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

　

ま
ず
は
、
参
加
者
の
心
を
和
や
か
に

す
る
こ
と
と
、
グ
ル
ー
プ
分
け
を
す
る

た
め
に
、「
握
手
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」
を

行
い
ま
し
た
。
３
回
勝
っ
た
方
か
ら
順

に
並
ん
で
い
く
や
り
方
で
し
た
。
進
行

の
方
か
ら
、「
最
後
ま
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン

を
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
た
方
は
、
ジ
ャ

ン
ケ
ン
に
負
け
た
数
は
多
か
っ
た
が
、

た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
が
で
き
、
実
は

得
を
し
た
と
い
え
ま
す
。
最
初
に
並
ん

だ
方
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
が
強
く
早
く
並
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
つ
で
は
な

く
、
二
つ
以
上
の
見
方
を
す
る
と
、
こ

の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
が

良
か
っ
た
と
言
え
ま
す
ね
。」
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、「
こ
れ
は
他

の
こ
と
で
も
言
え
、
多
様
な
見
方
で
物

事
を
見
る
こ
と
で
、
感
じ
方
も
か
わ
っ

て
く
る
の
で
は
」
と
教
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
９
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
話
合
い
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
次
の

通
り
で
し
た
。

◆
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
ポ
イ
ン
ト

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
様
々
な

出
来
事
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
出
来
事
の

な
か
に
は
、
偏
見
や
差
別
に
つ
な
が
る

と
思
わ
れ
る
事
柄
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
出
来
事
や
背
景

を
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
身
近
に
感
じ
る

人
権
課
題
以
外
に
も
多
く
の
人
権
に
関

わ
る
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。「
あ

な
た
は
ど
う
思
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

い
く
つ
か
の
事
例
を
も
と
に
話
し
合
う

こ
と
で
、
差
別
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な

い
か
、
自
ら
も
問
題
解
決
の
主
体
者
で

あ
る
と
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
留
意
点
と
し
て
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

の
心
構
え
で
話
合
い
に
臨
ん
で
く
だ
さ

「アイスブレイキング」…参加者同士で自
己紹介。その後握手をしてジャンケン

グループディスカッションの様子

い
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
（Listen 　

聴
く
）

Ｏ
（O

pen　

心
を
開
く
）

Ｖ
（Voice　

声
を
出
す
）

Ｅ
（Enjoy　

楽
し
む
）

　

参
加
者
か
ら
は
「
様
々
な
立
場
・
年

齢
の
方
々
と
人
権
に
関
す
る
諸
問
題
を

語
り
合
え
た
こ
と
、
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
の
精
神

で
話
し
合
え
た
こ
と
は
と
て
も
い
い
刺

激
に
な
り
ま
し
た
」、「
人
と
の
つ
な
が

り
、
色
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
こ
と
は
大
切
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

人
に
よ
っ
て
考
え
や
想
い
も
様
々
で
あ

り
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
な
ど
多
く
の
嬉
し
い
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。　
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『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』

平
成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
と
は
…

　

平
成
24
年
８
月
に
成
立
し
た
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
」
に
基
づ
く
制
度

の
こ
と
で
、
子
ど
も
・
子
育
て
を
め
ぐ

る
様
々
な
課
題
を
解
決
し
て
、
子
育
て

し
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
平

成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
制
度

で
す
。

　

新
制
度
は
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育

や
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総

合
的
に
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
、
次
の

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
保
育
の
場
を
増
や
し
、
待
機
児
童
を

減
ら
し
て
、
子
育
て
し
や
す
い
、
働

き
や
す
い
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

◇
幼
稚
園
と
保
育
所
の
よ
い
と
こ
ろ
を

一
つ
に
し
た
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の

普
及
を
図
り
ま
す
。

◇
幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、
地
域

の
様
々
な
子
育
て
支
援
の
「
量
の
拡

充
」
や
「
質
の
向
上
」
を
進
め
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
で
変
わ
る
こ
と

★
給
付
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
！

　

就
学
前
の
子
ど
も
の
教
育
・
保
育
を

保
障
す
る
た
め
に
「
給
付
制
度
」
が
導

入
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
給
付
対

象
施
設
の
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、

保
育
所
等
が
教
育
・
保
育
を
提
供
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
国
・

県
・
町
が
給
付
費
と
し
て
支
払
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
給
付
費
に

つ
い
て
は
、
確
実
に
教
育
・
保
育
に
要

す
る
費
用
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
利
用
者
の
皆
様
に
直
接
給
付
す

る
の
で
は
な
く
、
町
か
ら
施
設
な
ど
に

支
払
う
し
く
み
（
法
定
代
理
受
領
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

★
保
育
の
必
要
性
の
認
定
制
度
が
始
ま

り
ま
す
！

　

認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保
育
所

等
の
教
育
・
保
育
施
設
を
利
用
す
る
た

め
に
は
「
支
給
認
定
」
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
支
給
認
定
に
は
、
下
記

の
３
つ
の
認
定
区
分
が
あ
り
ま
す
。

◆
３
つ
の
認
定
区
分

▼
１
号
認
定　

お
子
さ
ん
が
３
歳
以
上

　

で
、
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど

　

で
教
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　

教
育
標
準
時
間
認
定
・
３
歳
～
５
歳

　

※
新
温
泉
町
で
は
４
歳
～
５
歳

◇
主
な
利
用
施
設
（
給
付
対
象
施
設
）

　

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

▼
２
号
認
定　

お
子
さ
ん
が
３
歳
～
５

　

歳
で
「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
※
」

　

に
該
当
し
、
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も

　

園
な
ど
で
保
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　

保
育
認
定
・
３
歳
～
５
歳

◇
主
な
利
用
施
設
（
給
付
対
象
施
設
）

　

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

▼
３
号
認
定　

お
子
さ
ん
が
０
歳
～
２

　

歳
で
「
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
※
」

　

に
該
当
し
、
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も

　

園
な
ど
で
保
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　

保
育
認
定
・
０
歳
～
２
歳

◇
主
な
利
用
施
設
（
給
付
対
象
施
設
）

　

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

※
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

◎
１
月
当
た
り
の
就
労
時
間
の
常
態
が

　

48
時
間
以
上

◎
妊
娠
、
出
産

◎
保
護
者
の
疾
病
、
障
害

◎
同
居
又
は
長
期
入
院
し
て
い
る
親
族

　

な
ど
の
介
護
・
看
護

◎
災
害
復
旧

◎
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
。）

◎
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
に
お
け
る

　

職
業
訓
練
を
含
む
。）

◎
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

◎
育
児
休
業
取
得
中
に
、
既
に
保
育
を

　

利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続

　

利
用
が
必
要
な
場
合

◎
そ
の
他
町
が
認
め
る
場
合
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こ
れ
か
ら
の
施
設
利
用

の
手
続
き

①
11
月
下
旬
に
町
内
の
認
定
こ
ど
も
園

又
は
役
場
で
配
布
す
る
「
支
給
認
定

申
請
書
兼
入
園
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印
の
上
、
認
定
に
必

要
な
添
付
書
類
を
添
え
て
希
望
す
る

認
定
こ
ど
も
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
次
年
度
か
ら
は
、
引
き
続
き

入
園
を
希
望
す
る
場
合
は「
現
況
届
」

の
提
出
に
な
り
ま
す
。）

②
町
で
保
育
の
必
要
性
を
判
定
し
、「
支

給
認
定
証
」「
入
所
承
諾
書
」「
保
育

料
決
定
通
知
書
」
を
順
次
送
付
し
ま

す
。

③
入
所
す
る
施
設
が
決
定
し
、
４
月
か

ら
入
園
し
ま
す
。

◆
保
育
の
必
要
量
に
応
じ
た
区
分

　

２
号
認
定
又
は
３
号
認
定
を
受
け
る

方
は
、
保
育
の
必
要
量
に
よ
っ
て
、
さ

ら
に
、「
保
育
標
準
時
間
」
と
「
保
育

短
時
間
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
区
分
に

分
か
れ
ま
す
。

▼
保
育
標
準
時
間
利
用

　

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
（
30
時
間
／
週
以

　

上
）
の
方
が
利
用
で
き
る
区
分
、　

　

利
用
可
能
時
間
は
11
時
間

▼
保
育
短
時
間
利
用

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
等
（
48
時
間
／

　

月
以
上
）の
方
が
利
用
で
き
る
区
分
、

　

利
用
可
能
時
間
は
８
時
間

保
育
料
に
つ
い
て

　

保
育
料
は
、
所
得
に
応
じ
て
市
町
村

が
定
め
る
負
担
額
と
な
る
仕
組
み
に
な

り
ま
す
。
町
と
し
て
は
現
在
の
水
準
で

設
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問

Ｑ　

認
定
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
あ

り
ま
す
か
？

Ａ　

2
号
・
３
号
認
定
に
つ
い
て
は
、

就
労
時
間
な
ど
に
よ
り
保
育
を
必

要
と
す
る
事
由
に
該
当
し
な
い
場
合

は
、
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
４
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
で 

2

号
認
定
を
受
け
な
い
お
子
さ
ん
は
、

全
て 

1
号
認
定
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

新
制
度
で
は
、
保
育
所
へ
の
入

園
手
続
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。
従
来

の
申
込
方
法
か
ら
変
更
は
あ
り
ま
す

か
？

Ａ　

新
温
泉
町
で
は
、
支
給
認
定
申
請

と
入
園
申
込
み
を
同
時
に
行
う
こ
と

に
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
手
続
の

流
れ
が
大
幅
に
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
新
制
度
で
の
入
園

手
続
に
つ
い
て
は
、
11
月
下
旬
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

幼
稚
園
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

も
、
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

新
制
度
の
下
で
は
、
幼
稚
園
だ
け

で
な
く
施
設
な
ど
を
利
用
す
る
保
護

者
の
方
は
、
必
ず
３
つ
の
区
分
に
よ

る
い
ず
れ
か
の
認
定
を
受
け
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
幼
稚
園
を

利
用
す
る
場
合
は
、「
１
号
認
定
（
教

育
標
準
時
間
認
定
）」
を
受
け
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
問
合
せ
―

　

こ
ど
も
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
７
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み
ん
な
で
防
ご
う
！
高
齢
者
虐
待

～
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
新
温
泉
町
～

◆
高
齢
者
虐
待
と
は
ど
ん
な
こ
と
？

　

高
齢
者
に
対
し
、
こ
こ
ろ
や
体
に
深

い
傷
を
負
わ
せ
た
り
、
他
者
か
ら
の
不

適
切
な
扱
い
に
よ
り
権
利
利
益
を
侵
害

さ
れ
る
状
態
や
生
命
、
健
康
、
生
活
が

損
な
わ
れ
る
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

▼
身
近
で
起
き
て
い
る
虐
待
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
虐
待
に
あ
た
り
ま
す

◇
身
体
的
虐
待

　

叩
く
、
蹴
る
、
つ
ね
る
や
け
ど
を
負

わ
せ
る
な
ど
暴
力
を
振
る
う　

◇
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　

食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴
を
さ
せ
な

い
、
オ
ム
ツ
を
交
換
し
な
い
、
劣
悪

な
環
境
で
生
活
さ
せ
る
な
ど
、
介
護

を
せ
ず
、
放
っ
た
ら
か
し
に
す
る

◇
心
理
的
虐
待

　

怒
鳴
り
つ
け
る
、
の
の
し
る
、
無
視

す
る
、
子
ど
も
扱
い
す
る

◇
性
的
虐
待

　

合
意
が
な
い
の
に
性
的
接
触
や
嫌
が

ら
せ
を
す
る

◇
経
済
的
虐
待

　

本
人
の
預
金
や
年
金
を
取
り
上
げ
勝

手
に
使
う
、
日
常
生
活
に
必
要
な
お

金
を
渡
さ
な
い
、
使
わ
せ
な
い　

◆
介
護
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
方
へ

　

介
護
、
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん

か
？
一
人
で
悩
ま
な
い
で
誰
か
に
相
談

を
！

　

虐
待
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
「
人
間
関

係
の
不
和
」
が
あ
り
ま
す
が
、「
介
護

者
の
心
身
の
疲
労
」
も
大
き
な
原
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
家
族
や
周
囲
の
協
力

の
も
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

◆
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
地
域
で
で
き
る

　

こ
と

　

虐
待
は
、
閉
鎖
的
な
家
庭
環
境
で
発

生
す
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。「
虐

待
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
地
域
づ
く
り
」

が
重
要
で
す
。
寝
た
き
り
や
認
知
症
な

ど
の
高
齢
者
を
抱
え
る
ご
家
族
や
、
一

人
暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
の
方
々
を
地

域
や
隣
近
所
で
声
か
け
合
い
、
見
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
虐
待
か
も
・
・
？
」

と
思
っ
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
関

係
機
関
が
協
力
し
合
っ
て
解
決
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

―
問
合
せ
―

　

新
温
泉
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
82
‐
５
６
２
３

※
平
成
18
年
4
月
に
「
高
齢
者
虐
待
防

止
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
町
で

は
、
関
係
機
関
の
福
祉
、
医
療
の
専

門
職
等
と
連
携
し
、
早
期
発
見
、
迅

速
な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。
虐
待

か
な
と
感
じ
た
ら
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
健
康
福
祉
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
守
秘
義
務
に
よ
り
周
囲
に

漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心

し
て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

定
期
予
防
接
種
は　
　

　
　
　

お
済
で
す
か
？

　

予
防
接
種
に
は
、
抗
体
を
つ
け
る
た

め
の
望
ま
し
い
接
種
時
期
が
あ
り
ま

す
。
お
子
さ
ん
が
期
間
内
に
必
要
な
予

防
接
種
が
で
き
る
よ
う
、
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
次
の
予
防
接
種
は
平
成
27
年
3
月
31

　

日
が
期
限
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
め

　

に
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
予
防
接
種
名 

対
象
者

◎
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
2
期 

　

平
成
20
年
4
月
2
日
生
～

　

平
成
21
年
4
月
1
日
生
（
就
学
前
）

◎
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（
Ｄ
Ｔ
） 

　

平
成
14
年
4
月
2
日
生
～

　

平
成
15
年
4
月
1
日
生（
小
学
6
年
）

※
日
本
脳
炎
の
特
例
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
7
年
4
月
2
日
生
～
平
成
19
年

4
月
1
日
生
で
定
期
予
防
接
種
を
受
け

て
い
な
い
4
歳
以
上
20
歳
未
満
の
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
20
歳
の
誕
生
日
の

前
前
日
ま
で
が
接
種
可
能
な
期
間
と
な

り
ま
す
。

　

予
診
票
を
失
く
し
た
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

―
問
合
せ
―

　

健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０
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第
2
回　

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
研
修
会

　
　
　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　
　
　

     　
　
　
　

み
ん
な
で
す
す
め
よ
う
！　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

　

本
町
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
、「
誰
も
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い

社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
次
の
3
つ
の
柱
を
目
標
に
、
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し

て
き
ま
し
た
。

◇
こ
こ
ろ
の
不
調
に
気
づ
き
、
見
守
り
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
の
強
化

◇
自
殺
や
精
神
疾
患
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す
取
り
組
み

◇
人
々
を
結
び
つ
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

今
後
益
々
、少
子
・
高
齢
化
、災
害
対
策
が
進
ん
で
い
く
中
で
、住
民
と
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
、
町
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
に
は
、
団
塊

の
世
代
が
後
期
高
齢
に
突
入
し
、
超
高
齢
化
社
会
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
に
、
自
分
の
住
む
地
域
で
皆
が
支
え
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
住
民
参
加
型
の
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
年
度
も「
地
域
づ
く
り
研
修
会
」を
開
催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
15
日
（
土
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設　

２
階
ホ
ー
ル

▼
講
師　

住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所
長　

木
原
孝
久
さ
ん

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
講
演
会   

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

演
題
「
助
け
合
い
の
町
は
こ
う
し
て
つ
く
る
」

◎
自
治
会
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
作
業　

午
後
１
時
～
４
時

　
「
み
ん
な
で
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」

　
（
各
集
落
単
位
で
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
）

※
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
つ
い
て　

先
着
順
に
10
組
を
募
集
し
ま
す
。
各
集
落
単
位
で
、

　

４
～
５
人
の
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。（
婦
人
会
、
民
生
委
員
、
福
祉
委
員
、
介

　

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
修
了
者
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
等
）

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係　

℡
99
‐
２
９
４
０

デ
ン
グ
熱
に
つ
い
て

　

今
年
8
月
か
ら
、
国
内
で
デ
ン
グ
熱

に
感
染
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
患
者

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
ン
グ
熱
は
蚊
を
介
し
て
感
染
す
る

も
の
で
人
か
ら
人
へ
の
感
染
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
デ
ン
グ
熱
は
感
染
し
て

も
重
症
化
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。

　

蚊
に
刺
さ
れ
て
か
ら
３
～
7
日
程
度

で
高
熱
の
ほ
か
に
、
頭
痛
、
目
の
痛
み
、

関
節
等
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
デ
ン
グ
熱

の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
症
状

◇
突
然
の
発
熱
、
激
し
い
頭
痛
、
関
節

　

痛
、
筋
肉
痛
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

◇
発
症
ま
で
期
間
は
２
～
15
日
と
言
わ

　

れ
て
い
ま
す
が
多
く
は
３
～
7
日
で

　

発
症
し
ま
す
。

◇
ま
れ
に
重
症
化
し
て
、
出
血
や

シ
ョ
ッ
ク
症
状
が
み
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。　

▼
治
療
法

◇
特
異
的
な
治
療
法
は
な
く
、
対
症
療

　

法
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
現
在
の
と
こ
ろ
、
有
効
な
抗
ウ
イ
ル

　

ス
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
予
防
法

◇
国
内
で
は
、
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
カ(

主

に
日
中
に
屋
外
で
吸
血
す
る)

が
デ

ン
グ
熱
を
媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
蚊
と
の
接
触
を
避
け
、
刺
さ

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。（
国
内
の
蚊
の
活
動
時
期
は
5

月
中
旬
～
10
月
下
旬
頃
で
す
）
人
か

ら
人
へ
直
接
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
予
防
の
具
体
例

◇
屋
外
で
作
業
す
る
際
は
、
長
袖
、
長

ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
素
足
で
の
サ
ン

ダ
ル
履
き
を
避
け
る
。

◇
虫
除
け
剤
等
を
使
用
し
、
蚊
を
寄
せ

付
け
な
い
よ
う
に
す
る
。

◇
屋
外
だ
け
で
な
く
屋
内
で
も
蚊
の
駆

除
を
心
が
け
る
。

◇
蚊
の
幼
虫
の
発
生
源
を
作
ら
な
い
よ

う
に
す
る
。（
蚊
は
、
下
水
槽
や
廃

タ
イ
ヤ
の
中
な
ど
の
人
工
的
な
環
境

あ
る
程
度
の
水
が
あ
れ
ば
、産
卵
し
、

増
殖
し
ま
す
）

　

症
状
が
出
た
ら
、
早
め
に
受
診
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

―
問
合
せ
―

　

健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０
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ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
し
た
参
加
者

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー

の
試
合
に
出
場
し
、
パ
ス
を
も
ら
っ
た

り
、試
合
中
に
英
語
で
会
話
し
、ス
ポ
ー

ツ
は
言
語
が
通
じ
な
く
て
も
楽
し
め
る

事
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
で

は
男
女
が
一
緒
に
体
育
の
授
業
を
受
け

る
の
で
、
女
子
も
少
し
ル
ー
ル
を
変
え

て
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る
な
ど
、
日
本
の
授

業
と
の
違
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

現
地
で
の
英
語
は
聞
き
取
り
が
難
し

く
、
話
す
英
語
も
伝
わ
ら
な
い
事
も

あ
っ
た
が
、
た
く
さ
ん
話
す
事
が
出
来

て
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
英
語

を
勉
強
し
て
、
今
度
は
自
分
の
力
で

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
き
た
い
と
力

強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
海
外
研
修

で
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
等
の
テ
ー

マ
を
持
ち
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の

学
習
に
つ
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
、
写
真
や
動
画
で

分
か
り
易
く
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

海
外
研
修
で
大
き
く
成
長
し
ま
し
た

中
学
校
海
外
研
修

新
温
泉
町　
　
　
　
　

「
子
ど
も
議
会
」
開
催

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
行

政
や
議
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ
こ
と
を
通

じ
て
、
身
近
な
問
題
や
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
、
質
問
や
提
言
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ふ
る
さ
と
新
温
泉
町
を
愛
す
る

こ
と
の
大
切
さ
や
、
自
分
の
意
見
を
表

明
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
町
議
会
議
事
堂

▼
参
加
者　

　

中
学
校
３
年
生
12
名

　
（
夢
が
丘
中
５
名
、
浜
坂
中
７
名
）

※
子
ど
も
議
長
２
名
、
子
ど
も
議
員
10
名

　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
各
課
長

▼
傍
聴　

40
名
程
度
可（
中
学
生
以
上
）

▼
問
合
せ

　

こ
ど
も
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
７

　

７
月
31
日
か
ら
8
月
11
日
ま
で
の
12
日
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
海
外
研

修
に
参
加
し
た
中
学
生
16
人
が
、
9
月
25
日
、
サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂
で
教
育
委

員
会
や
国
際
交
流
協
会
、
参
加
者
の
保
護
者
に
研
修
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
町
内
2
中
学
校
の
３
年
生
を
対
象
に
、
広
い
視
野
と
豊
か
な
国

際
感
覚
を
培
う
た
め
、実
施
し
て
い
る
も
の
で
、現
地
で
は
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
生
活
体
験
の
ほ
か
、
交
流
校
で
の
授
業
や
校
外
活
動
な
ど
貴
重
な
体
験
を
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ　

生
涯
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

研修の成果を発表する生徒たち

お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　池上
　　　担当者直通電話　090-4147-2916　　受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00

　過ごしやすくなってきたこの時期に、気になっていることを片
付けませんか？お見積もり無料ですから、まずはご相談を。ご好評なので引き続きサービ
ス料金　一時間 1,500 円（税別）でお受け致します。 気になることはお早めに！
[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの往復の燃料代　1km × 50 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料　1 回 /1 日　4,500 円、
草刈り機レンタル料　1 回 /1 日　3,000 円）] 大人気のため、事前予約をお願
い致します。　＊昨今のガソリン代高騰のため、燃料代が上がりました。

【広告】お手伝いさせてほしいにゃ～～ん

のんちゃん

新温泉町議会議場

げんちゃん
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県
民
局
長
感
謝
状　

　
　
　
　
　
　

受
賞

◇
福
富
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

◇
春
来
区
春
来
環
境
整
備
活
動

　

両
団
体
は
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
で

の
沿
道
花
壇
の
植
栽
や
除
草
、
清
掃
活

動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
9
日
、
兵
庫
県
新
温
泉
庁
舎
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
代
表
の
田
中

一
成
さ
ん（
福
富
）、中
村
光
徳
さ
ん（
春

来
）
が
出
席
し
、
新
温
泉
土
木
事
務
所

の
八
木
下
所
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
道
路
の
環
境
整
備
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

左から田中さん、中村さん、八木下所長

　誰でもできる初心者向け！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　日本語学習支援　ボランティア養成講座受講者募集！

　町内の外国人などに日本語を教えるボランティアの養成講座を開催します。
　外国人に対して、私たちができる日本語学習や生活支援について考え、誰もが「暮らしやすい町・新温
泉町」づくりへの、参加者を募集します。
　英語などの外国語の知識や資格などは必要ありません。あなたも講座に参加して、ボランティアとして
の一歩を踏み出してみませんか。
▼とき　11 月 22 日（土）・11 月 29 日（日）　午前 10 時～午後 4 時（昼休憩含む）
　　　　＜２日間、計 10 時間＞　
▼ところ　山陰海岸ジオパーク館
▼定員　30 名　※定員になり次第、受付を終了します。
▼対象　外国人の方に日本語を教えるボランティア活動をご希望の方
▼受講料　無料　※講座資料は当日配布いたします。
▼申込締切　11 月 13 日（木）　
▼申込方法　指定の申込書を持参、ファックス、またはメールで提出してください。
▼申込み・問合せ　新温泉町国際交流協会（商工観光課内）　℡ 82-5625　Fax82-3054
　　　　　　　　　メール：syokokanko@town.shinonsen.lg.jp

平成 26 年度新温泉町恒久平和祈念式のご案内

　今年度も『新温泉町恒久平和祈念式（戦没者
を追悼し、恒久平和を求めて）』を開催します。
戦没者ご遺族の方をはじめ、多くの町民の方の
参加をお待ちしています。

▼とき　11 月 11 日（火）
　　　　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分
▼ところ　夢ホール
※当日は送迎バスを用意します。送迎バスの集
　合場所・時間等については、10 月 23 日発
　行の広報お知らせ版でお知らせします。―問合せ―　健康福祉課　℡ 82-5620
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平
成
25
年
度
決
算
報
告

  
わ
が
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
と
８
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
で
、
歳

入
１
６
２
億
９
９
１
３
万
円
、
歳
出
１
５
６
億
２
３
６
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
き
、
平
成
26
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
結
果
、

５
億
３
５
７
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
町
の
貯
金
に
あ
た
る

基
金
残
高
が
約
６
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
国
（
総
務
省
）
が
公
表
す
る
地
方
財
政
統
計
の
「
普
通
会
計
」
と

い
う
会
計
区
分
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
の
決
算
・
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
歳
入
】

　

町
税
は
14
億
５
１
８
５
万
円
（
前
年

度
比
２
２
８
万
円
、
０
・
２
％
の
減
）、

全
体
の
12
・
８
％
と
な
り
ま
し
た
。
歳

入
の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
は
地
方
交

付
税
で
、
52
億
５
０
８
３
万
円
（
同

５
４
７
９
万
円
、
１
・
０
％
の
減
）
と

全
体
の
46
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
道
整
備
交
付
金
事

業
、
防
災
安
全
交
付
金
事
業
、
中
心
市

街
地
活
性
化
推
進
事
業
、
林
野
火
災
用

活
動
拠
点
広
場
整
備
事
業
等
の
実
施
に

よ
り
大
幅
増
と
な
り
、
12
億
４
４
２
万

円
（
同
６
億
２
４
８
５
万
円
、

１
０
７
・
８
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
借
金
で
あ
る
町
債
は
、

13
億
５
７
４
５
万
円
（
同
23
・
５
％
の

増
）
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
平
成
24
年
度
に
比

べ
て
９
億
３
１
０
５
万
円
の
増（
同
８
・

９
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

歳
出
で
は
、
二
十
日
市
古
市
線

な
ど
の
道
路
整
備
、
林
野
火
災
用

活
動
拠
点
と
し
て
の
旧
八
田
小
学

校
の
整
備
な
ど
で
、
普
通
建
設
事

業
費
が
18
億
４
２
７
５
万
円
（
同

７
億
７
４
８
６
万
円
、
72
・
６
％
の
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
費
等
は
、
公
立
浜
坂
病

院
・
救
急
医
療
負
担
金
、
北
但
行
政

事
務
組
合
負
担
金
、
美
方
広
域
消

防
事
務
組
合
負
担
金
な
ど
の
増
に

よ
り
、
14
億
２
８
５
５
万
円
（
同

１
億
４
４
６
０
万
円
、11
・
３
％
の
増
）。

物
件
費
は
、
固
定
資
産
税
課
税
に
係
る

経
費
、
参
議
院
議
員
選
挙
や
町
議
会
議

員
選
挙
に
伴
う
経
費
な
ど
の
増
に
よ
り

14
億
４
３
２
８
万
円
（
同
３
２
５
６
万

　

  

普
通
会
計
の
決
算
状
況

町税 
14 億 5,185 万円
12.8％

地方譲与税・交付金
3 億 2,196 万円
2.8％

地方交付税
52 億 5,083 万円
46.3％分担金及び負担金 

1,654 万円
0.2％

使用料及び手数料
4 億 6,421 万円
4.1％

国庫支出金
12 億 442 万円
10.6％

県支出金
7 億 3,949 万円
6.5％

財産収入・寄附金
2,476 万円
0.2％

繰入金
652 万円
0.1％

諸収入
4 億 1,410 万円
3.7％

町債
13 億 5,745 万円
12.0％

人件費
15 億 8,848 万円
14.8％

物件費
14 億 4,328 万円
13.5％ 維持補修費

6,912 万円
0.6％扶助費

8 億 133 万円
7.5％

補助費等
14 億 2,855 万円
13.3％

公債費
16 億 9,259 万円
15.8％

積立金
2 億 201 万円
1.9％

投資及び出資金､ 貸付金
2 億 2,436 万円
2.1％

繰出金
12 億 8,016 万円
12.0％

普通建設事業費
18 億 4,275 万円
17.2％

災害復旧事業費
1 億 3,520 万円
1.3％

普通会計

歳入
113 億 3,419 万円

普通会計

歳出
107 億 783 万円

繰越金
8,206 万円
0.7％



13 広報しんおんせん（10月号）

H26（2014）.10.9

年度区分 経常収支
比率

公債費
比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

財政力
指数

実質収支
比率

平成 25 年度 85.8 12.7 16.9 124.7 0.257 7.8 

平成 24 年度 88.0 13.7 17.6 147.2 0.260 7.1 

【 一般会計・特別会計 】

【 企業会計 】

【 財政構造 】

（単位：千円）

会　計　名
収益収支 資本収支

収 入 支 出 収 入 支 出

浜坂温泉配湯事業会計 47,238 38,747 1,024 24,804

水道事業会計 370,747 394,206 131,459 292,123

公立浜坂病院事業会計 1,215,038 1,316,418 124,358 124,091

（単位：千円）

（単位：％）

会　　計　　名 歳入総額
（A）

歳出総額
（B） （A) － (B） 翌年度に繰り

越すべき財源 実質収支

一 般 会 計 11,127,111 10,565,358 561,753 117,738 444,015
特 別 会 計 5,172,015 5,058,249 113,766 22,036 91,730

国民健康
保険事業

事業勘定 1,923,167 1,916,103 7,064 0 7,064
照診施設勘定 39,845 39,845 0 0 0
八診施設勘定 22,977 22,977 0 0 0
歯科診施設勘定 58,021 58,020 1 0 1

後期高齢者医療事業 199,921 197,794 2,127 0 2,127
介護保険事業 1,597,920 1,570,350 27,570 0 27,570
浜坂地区残土処分場事業 158,425 105,802 52,623 19,236 33,387
温泉地区残土処分場事業 53,229 42,792 10,437 0 10,437
コミュニティ ･ プラント事業 100,286 98,737 1,549 0 1,549
七釜温泉配湯事業 11,470 9,446 2,024 0 2,024
下水道事業 1,006,754 996,383 10,371 2,800 7,571

合　　　計 16,299,126 15,623,607 675,519 139,774 535,745

円
、
２
・
３
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

維
持
補
修
費
は
、
平
成
25
年
度
中
の
降
雪
量
が

前
年
度
並
み
で
あ
っ
た
た
め
６
９
１
２
万
円
（
同

２
４
０
万
円
、
３
・
４
％
の
減
）。
扶
助
費
は
、
子

ど
も
手
当
か
ら
児
童
手
当
支
給
へ
の
制
度
改
正
に

よ
り
８
億
１
３
３
万
円
（
同
４
７
５
万
円
、
０
・

６
％
の
減
）。
人
件
費
は
退
職
者
の
補
充
抑
制
と

国
家
公
務
員
に
準
じ
た
給
与
削
減
の
実
施
に
よ

り
、15
億
８
８
４
８
万
円（
同
８
７
２
４
万
円
、５
・

２
％
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

借
入
金
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
は
、

16
億
９
２
５
９
万
円
（
同
４
９
９
７
万
円
、
２
・

９
％
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
町
債
と
基
金
】

　

平
成
25
年
度
末
の
町
債
残
高
は
、

１
３
６
億
１
８
５
８
万
円
と
な
り
、
前
年
度
末
に

比
べ
１
億
４
４
６
４
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
金
の
残
高
は
、
26
億
３
３
７
６
万
円

と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
６
億
１
９
２
１
万
円
増

加
し
ま
し
た
。

　

経
常
収
支
比
率
は
、
85
・
８
％
で
前
年
度
に
比

べ
て
２
・
２
％
改
善
し
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
、

分
子
と
な
る
人
件
費
・
公
債
費
・
繰
出
金
な
ど
の

費
用
が
減
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
（
過
去
３
か
年
平

均
）
は
16
・
９
％
で
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
０
・

７
％
改
善
し
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
の
目
標

の
18
％
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

財
政
構
造
の
分
析　

◎平成 25 年度決算の詳細は、役場と温
泉総合支所で閲覧できるほか、町ホー
ムページに掲載しています。

◆問合せ　総務課 財政係℡ 82-3111

＊用 語 解 説＊
普通会計　地方財政統計上統一的に用

いられる会計区分。新温泉町では、
一般会計、浜坂地区残土処分場事
業会計、温泉地区残土処分事業会
計、コミュニティプラント事業会
計の４会計をいう。

経常収支比率　町税、地方交付税を中
心とする経常一般財源が、人件費、
扶助費、公債費のような義務的経
費にどの程度使用されているかに
よって、財政構造の弾力性を判断
するもの。

公債費比率　公債費（町債の元利償還
に必要な経費）に充当された一般
財源の一般財源総額に占める割合。

実質公債費比率　一般会計等が負担す
る元利償還金及び準元利償還金の
標準財政規模を基本とした額に対
する比率。25％以上になると起債
の制限を受ける。

将来負担比率　一般会計等で将来負担
すべき債務が、標準財政規模の何
倍であるかを示したもの。350％以
上で一部起債の制限を受ける。

財政力指数　地方交付税法の規定によ
り算出された数値の過去３か年の
平均値で、自主財源の余裕度を判
断するもの。

実質収支比率　標準財政規模に対する
実質収支額の割合をいう。

※経常収支比率、公債費比率、実質公債費比率、将来負担比率は低
い方が良いが、財政力指数、実質収支比率は大きい方が良い。
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指
標
か
ら
み
る
財
政
状
況

　
                   (

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等)

資
金
不
足
比
率
の
概
要

資
金
不
足
比
率

⇨
公
立
浜
坂
病
院
事
業
会
計
に
12
・

７
％
（
基
準
は
20
％
）
の
資
金
不
足

が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
他
の
事
業
に

は
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
に
お
け
る
公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資

金
の
不
足
額
の
事
業
の
規
模
に
対
す
る
比

率
で
す
。

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業

の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と

比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
態
の
悪
化

の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
町
の
財

政
状
況
を
判
断
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
呼
ば
れ
る

４
つ
の
指
標
と
資
金
不
足
比
率
を
決
算
時
に
算
定
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
公
表

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
年
度
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公

表
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
決
算
で
は
、
す
べ
て
の
指
標
で
国
が
定
め
る
基

準
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

①
実
質
赤
字
比
率

⇨
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

⇨
平
成
24
年
度
と
比
較
し
て
０
・
７
％

改
善
し
、
平
成
25
年
度
は
16
・
９
％

で
、
基
準
の
25
％
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

⇨
連
結
実
質
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
将
来
負
担
比
率

⇨
平
成
24
年
度
の
１
４
７
・
２
％
か
ら

平
成
25
年
度
は
１
２
４
・
７
％
に
低

下
し
、
基
準
の
３
５
０
％
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
（
町
の
標
準
的

な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
経

常
的
一
般
財
源
の
規
模
を
示
す
も
の
）
に

対
す
る
比
率
で
す
。

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
を
行
う

町
の
一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い
を
示

す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
を
含
む
町
の
全
会
計
を

対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
又
は
資
金
の
不

足
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で

す
。

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算

し
、
町
全
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指

標
化
し
、
町
全
体
と
し
て
の
財
政
運
営
の

　

地
方
公
社
や
損
失
補
償
を
行
っ
て
い
る

出
資
法
人
等
に
係
る
も
の
も
含
め
、
町
の

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的

な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た

額
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
の
借
入
金
（
地
方
債
）

や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担

等
の
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
、
将
来

財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示
す

指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利

償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金
の
標
準
財
政

規
模
を
基
本
と
し
た
額

※

に
対
す
る
比
率
で

す
。

　

借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額
及
び
こ

れ
に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
た

も
の
で
す
。

　

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
の
実
質

公
債
費
比
率
は
、
起
債
に
協
議
を
要
す
る

団
体
と
許
可
を
要
す
る
団
体
の
判
定
に
用

い
ら
れ
る
地
方
財
政
法
の
実
質
公
債
費
比

率
と
同
じ
で
す
。

　

平
成
25
年
度
決
算
も
前
年
度
決
算
に
引

き
続
き
、
実
質
公
債
費
比
率
が
18
％
を
下

回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
は
、

起
債
発
行
時
の
県
の
許
可
が
不
要
と
な

り
、
県
と
の
協
議
で
地
方
債
発
行
が
で
き

ま
す
。

※
標
準
財
政
規
模
か
ら
元
利
償
還
金
等
に

係
る
基
準
財
政
需
要
額
算
入
額
を
控
除

し
た
額
（
将
来
負
担
比
率
に
お
い
て
も

同
じ
）

　

こ
の
４
つ
の
指
標
に
は
、「
早
期
健

全
化
基
準
」（
黄
信
号
）
と
「
財
政
再

生
基
準
」（
赤
信
号
）
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
指
標
の
う
ち
１
つ
で
も
国
の

定
め
る
基
準
を
超
え
る
と
早
期
健
全
化

団
体
と
な
り
、
外
部
監
査
制
度
の
導
入

や
財
政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
義
務

な
ど
が
課
せ
ら
れ
、
国
・
県
の
関
与
の

も
と
財
政
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
概
要

悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま

す
。
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＊用語解説＊
健全化判断比率　　実質赤字比率、連結実質赤字比率、

実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政指標
の総称

一般会計等　　地方公共団体財政健全化法における実
質赤字比率の対象となる会計で、地方公共団体の会
計のうち、地方公営事業会計以外のもの

実質赤字額　　当該年度に属すべき収入と支出との実
質的な差額をみるもので、形式収支から、翌年度に
繰り越すべき継続費逓次繰越や繰越明許費繰越等の
財源を控除した額

標準財政規模　　地方公共団体の標準的な状態で通常
収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すも
ので、標準税収入額等に普通交付税を加算した額

公営企業（法適用企業・法非適用企業）　　地方公共団
体が経営する企業。本町には 5 事業がある。

資金の不足額　　公営企業ごとに資金収支の不足額を
表すもの

早期健全化基準　　地方公共団体が、財政収支の不均
衡な状況その他の財政状況が悪化した状況におい
て、自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべ
き基準として定められた数値（イエロー基準）

財政再生基準　　地方公共団体が、財政収支の著しい
不均衡等により自主的な財政の健全化を図ることが
困難な状況において、計画的にその財政の健全化を
図るべき基準として定められた数値（レッド基準）

経営健全化基準　　地方公共団体が、自主的かつ計画
的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準とし
て、資金不足比率について定められた数値

１．健全化判断比率 （単位：％）
健全化判断

比率区分
平成 25 年度

決　算
早期健全化

基　準
財政再生

基　準
実質赤字比率 － 14.16 20
連結実質赤字比率 － 19.16 30
実質公債費比率 16.9 25 35
将来負担比率 124.7 350
※実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は、「－」と

記載しています。

３．新温泉町の健全化判断比率及び資金不足比率の状況
　新温泉町の全ての会計は、早期健全化基準及び経営
健全化基準未満であり、財政は健全な状態です。

―問合せ―
総務課　財政係

　℡８２‐３１１１

２．資金不足比率 （単位：％）

公営企業会計の名称 平成 25 年度
決　算

経営健全化
基　準

浜坂温泉配湯事業会計 － 20
水道事業会計 － 20
公立浜坂病院事業会計 12.7 20
下水道事業特別会計 － 20
七釜温泉配湯事業特別会計 － 20
※資金不足が生じていない場合は、「－」と記載しています。

健全化判断比率等の対象となる会計
健全化判断比率等の対象となる会計の範囲を図示すると、以下のとおりです。

町

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

一般会計 一般会計等

特別会計
公営事業
会計

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター等

※公営企業
　会計ごと
　に算定

うち
公営企業
会計

資
金
不
足

　
　

比
率
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

リフレッシュパークゆ
むら貯湯槽改修工事 湯 貯湯槽機器設置工事１式、低温槽7.5

ｔ、高温槽5.625ｔ 9,126,000 平成 26 年  8 月 26 日～
平成 26 年   9 月 30 日 ㈱田中工業所

町道千原岸田線流末水
路整備工事 鐘尾

施工延長L=50.2ｍ、横断溝L=4ｍ、
斜流工L=4ｍ、 暗渠排水工L=30
ｍ、舗装復旧A=13㎡　他

5,832,000 平成 26 年  8 月 27 日～
平成 26 年 11 月 28 日 ㈲美方産業

町道二日市古市線（第
5 工区の 3）道路改良
工事

七釜
施 工 延 長L=259ｍ、U型 側 溝 工
181m、街渠工220ｍ、落石防護柵
工117ｍ、舗装工1,725㎡　他

48,600,000 平成 26 年 9 月 16 日～
平成 26 年 12 月 30 日 ㈱三島組

（平成 26年 8月 16日～平成 26年 9月 15日契約分）

　

本
町
で
は
、
将
来
に
わ
た
る
強
固
な
財
政
基
盤
と
住
民
満
足
度
の
高
い
行

政
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
平
成
22
年
2
月
に
平
成
22
年
度
か
ら
5
年
間
の

行
財
政
改
革
の
指
針
と
な
る
第
2
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、「
住
民

の
参
画
と
協
働
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
4
つ
の
柱
に
基
づ
く
行
財
政
改
革

の
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
取
組
状
況

　

平
成
25
年
度
は
、
第
1
次
行
財
政
改

革
大
綱
か
ら
の
継
続
項
目
を
中
心
に
職

員
数
の
適
正
化
、
事
務
事
業
の
評
価
・

見
直
し
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
管
理
職
の
み
で
実
施
し
て
い
た
人

事
評
価
の
一
般
職
員
へ
の
拡
大
、
乳
幼

児
等
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
大
に
よ
る

子
育
て
支
援
を
行
う
な
ど
、
行
財
政
改

革
の
着
実
な
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

　

実
施
項
目
は
１
１
９
項
目
あ
り
、
そ

の
う
ち
１
０
３
項
目
（
86
・
6
％
）
が

概
ね
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
実
績
効
果
額
は
、
１
億
２
３
０
０

万
円
で
、
１
７
４
・
６
％
の
達
成
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
績
効
果
額
の
大
き
か
っ
た
も
の

は
、
職
員
数
の
削
減
等
に
よ
る
「
定
員

管
理
と
給
与
等
の
適
正
化
」
が
１
億
１

０
９
万
円
、
町
税
徴
収
率
の
向
上
、
未

利
用
地
の
売
却
処
分
等
に
よ
る
「
自
主

財
源
の
確
保
」
が
７
０
８
万
円
の
効
果

額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
下
水
道
の
使

用
料
徴
収
率
や
接
続
率
の
向
上
等
に
よ

る
「
公
営
企
業
等
の
経
営
健
全
化
」
に

つ
い
て
は
、
計
画
効
果
額
を
達
成
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
問
合
せ　

総
務
課　

財
政
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１

◆平成 25 年度行財政改革実施計画の実績

実施項目数及び
計画効果額

計画達成・概ね達成項目数
及び実績効果額

達成率

推 進 状 況 119 項目 103 項目  86.6％

効 果 額 70,466 千円 123,008 千円 174.6％

◆平成 25 年度行財政改革実績効果額の主な内容 （単位：千円）
項　　　目 計画効果額 実績効果額

１  住民の参画と協働の推進 ― ―
２  財政健全化の推進 21,613 20,541

経費の削減と財政の健全化 6,608 7,014
自主財源の確保 1,645 7,088
使用料・手数料の適正化 25 △ 8
公営企業等の経営健全化 13,335 6,447

３  効率的で質の高い行政運営の推進 48,673 101,090
定員管理と給与等の適正化 48,673 101,090

４  行政サービスの向上と新時代の行政の推進 180 1,377
住民の視点に立った行政の運営 150 1,335
行政手続きの簡素化と住民の利便性の向上 30 42

合　　計 70,466 123,008

行
財
政
改
革　

平
成
25
年
度
実
績
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　この秋もサワギキョウ（沢桔梗）が咲いている
かな、と思って海辺に近い山麓の放棄田を訪れま
した。秋の放棄田は背丈をはるかに越えるほどに
成長したススキやヨシが、砦

とりで

のような壁を作って
います。勇気をふるって藪をかき分けていくと、
藪の奥は更に種々の草におおわれた荒田が続きま
す。荒田にはけものが往来したと思われる踏あと
があちこちに走り、その先は山の奥へと続いてい
ます。跡を辿って山際近くまで行くと、わずか
な沼のほとりに紫色の花がちらちら見えました。

「あっ。サワギキョウ」と胸の中で歓声をあげて、
さらに注意深く奥へと進んでいくと、紫色の花穂
が 10 数本、今年も気高く美しい花を咲かせてい
ました。
　サワギキョウはキキョウ科の多年草で、茎の高
さは 80 ～ 120㎝、分枝はせず直立しており、茎
の上部に柄のついたあざやかな紫色の花を穂状に
つけます。花は上下に分れる唇

しん

形
けい

で、上唇は 2 深
裂して左右に広がり、下唇は浅く 3 裂しています。
葉は長さ 4 ～ 7㎝、幅 5 ～ 15㎜の細長い形で茎
に互生しています。
　花の写真と周囲の風景をカメラに収めた後、
ホッとしてあたりを見回すと、しんとした山田か
らは道路も民家も見渡すことができず、急に心細
くなってきたので、急いで沼地を後にしました。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

サワギキョウ
（キキョウ科）

 野草散歩（46)

国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健
康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合
と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所
得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成 26 年 1 月から
12 月までに納められた保険料の全額です。過去
の年度分や追納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者や
ご家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料
を支払っている場合、その保険料も合わせて控除
が受けられます。
　なお、平成 26 年中に納付した国民年金保険料
について、社会保険料控除を受けるためには、年
末調整や確定申告を行うときに、領収証書など保
険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要
になります。
　このため、平成 26 年 1 月 1 日から 9 月 30 日
までの間に国民年金保険料を納付された方には、
11 月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」が送られます。（平
成 26 年 10 月 1 日から 12 月 31 日までの間に、
今年はじめて国民年金保険料を納められた方へ
は、翌年の 2 月上旬に送られます）この証明書
でも社会保険料控除を受けることができます。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろ
ん不慮の事故など万一のときにも心強い味方とな
る制度です。保険料は納め忘れのないようキチン
と納めましょう。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
についての照会は、控除証明書のはがきに表示さ
れている番号に問合せください。



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「10月のおすすめの本」
ご案内

似ていることば
おかべたかし文・やまでたかし写真 / 東京書籍

　「卵と玉子」「あんみつとみつ豆」のよ
うに、同じ読みでありながら異なる意味
を持つことばやことばが似ているもの 38
組を一目でわかるように写真で紹介。“も
の ” と “ ことば ” の雑学写真集。

ＤＲＥＡＭＡＲ　ドリーマー
宮徹著/ＷＡＶＥ出版

　日本の実業家であり政治家でもある阪
急電鉄や宝塚歌劇団をはじめとする阪急
東宝グループの創業者・小林一三。彼の
「最後の最後まで夢と希望を持ち続ける」
をモットーとした偉大で痛快な生き様を
紹介。

虹の向こうの未希へ
　遠藤恵美子著 / 文藝春秋

　東日本大震災から3年半が経ちます。
「急いで高台へ避難してください」と呼び
かけ続け、自らの命を犠牲にした遠藤未
希さん。母の美恵子さんが彼女の死を受
け入れてから毎日書き綴った心情の手記。
未希さんの「命の呼びかけ」に涙が止ま
らない。

３びきのお医者さん
杉山亮作・大矢正和絵 / 佼成出版社

　森の小さな家にマリおばさんが引っ越
してきました。散歩に出かけると「人間
もみます」という森の動物病院がありま
した。なぜ森に動物病院があるのでしょ
う！その理由は…。ユーモアたっぷりの
物語の中に動物がかかえる深刻な問題が
隠されています。

槍ヶ岳山頂
川端誠作 / ＢＬ出版

　絵本作家である川端誠さんが、息子さ
んと二人で燕岳から槍ヶ岳を 2泊３日で
縦走した体験を描いたものです。途中に
は険しい山道や急な下り坂があり、激し
い雨やガスの発生など何度もくじけそう
になりながらも山頂を目指します。頂上
で少年が見たものは…。少年の達成感そ
して感動を味わってください。

 

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（10月号） 18

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆10月25日（土）　午後2時～
　『もりでみつけたよ』 他

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

11 月
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

は休館日

10 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31
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そ
の
後
も
千
代
川
は
、
氾
濫
を
繰
り
返

し
な
が
ら
砂
や
礫
を
運
び
、
平
野
を

つ
く
り
ま
し
た
。
平
野
の
所
々
に
は
、

川
の
氾
濫
で
で
き
た
高
ま
り(

自
然
堤

防)

を
利
用
し
た
集
落
が
点
在
し
て
い

ま
す
。
川
は
氾
濫
の
た
び
に
流
れ
を
変

え
て
、
三
日
月
湖
も
つ
く
り
ま
し
た
。

大
量
に
運

ば
れ
た
砂

は
、
海
岸

に
砂
浜
や

砂
丘
を
つ

く
り
ま
し

た
。
湖
山

池
な
ど

所
々
に
あ

る
池
は
、
埋
め
残
さ
れ
た
地
形
で
す
。

鳥
取
平
野
を
眺
め
る
と
、
川
や
海
の
作

用
で
地
形
が
で
き
る
こ
と
を
学
べ
ま

す
。
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広報しんおんせん（10月号）

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
Ｒ
さ
ん
（
50
歳
）
女
性

　

母
が
、
中
元
で
も
ら
っ
た
洗
剤
を
お

菓
子
と
間
違
え
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
。

あ
わ
て
て
病
院
に
連
れ
て
行
き
、
点
滴

を
し
て
も
ら
っ
た
。
包
装
紙
に
は
、
果

物
の
絵
が
書
か
れ
、
果
物
の
ケ
ー
キ
に

し
か
見
え
な
い
。

■
Ｓ
さ
ん
（
35
歳
）
男
性

　

祖
父
の
唇
が
腫
れ
て
き
た
た
め
、
医

師
の
診
察
を
受
け
た
。
自
宅
を
確
認
す

る
と
、
歯
型
の
つ
い
た
「
お
菓
子
そ
っ

く
り
な
せ
っ
け
ん
」
が
テ
ー
ブ
ル
に
置

い
て
あ
っ
た
。

◇
誤
飲
・
誤
食
の
事
故
が
多
く
報
告
さ

　

れ
て
い
ま
す
。

　

誤
飲
・
誤
食
事
故
は
、
子
供
に
多
い

印
象
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

際
に
多
い
の
は
高
齢
者
で
す
。
食
べ
物

だ
と
思
い
込
み
、
気
づ
か
ず
に
食
べ
て

し
ま
う
よ
う
で
す
。

◇
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
見
て
い
る
と
…

　

キ
ャ
ン
デ
ィ
と
見
誤
る
せ
っ
け
ん
、

豆
乳
と
大
き
く
書
か
れ
た
ボ
デ
ィ
シ
ャ

ン
プ
ー
、
果
物
の
絵
が
書
か
れ
た
入
浴

剤
な
ど
、
一
見
洗
剤
に
見
え
な
い
も
の

「
お
菓
子
」
の
つ
も
り
が
、
実
は
石
鹸
だ
っ
た
!!　

が
多
く
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ

う
な
事
故

は
「
い
た

だ
き
も

の
」
で
起

き
て
い
ま

す
。
高
齢

者
に
こ
の

よ
う
な
商
品
を
送
る
場
合
は
配
慮
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
お
中
元
や
進
物
で
「
い
た
だ

い
た
」
場
合
は
、
事
前
に
中
身
を
確
認

し
、
使
用
や
保
管
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

鳥
取
市
南
部
の
霊れ

い

石せ
き

山ざ
ん

頂
か
ら
北
を

眺
め
る
と
、
中
央
を
流
れ
る
千
代
川
を

中
心
に
広

大
な
鳥
取

平
野
が
広

が
っ
て
い

ま
す
。
東

は
久
松
山

な
ど
花
崗

岩
か
ら
な

る
南
北
方

向
の
山
地

と
、
西
は

北
東
方
向

に
緩
や
か
に
傾
い
た
火
山
岩
の
丘
陵
地

に
挟
ま
れ
た
低
地
で
す
。
今
か
ら
約

２
万
年
前
の
ウ
ル
ム
氷
期
に
は
、
海
面

が
現
在
よ
り
１
３
０
ｍ
下
が
り
ま
し
た

が
、
地
球
の
温
暖
化
に
よ
り
、
１
万
年

前
に
は
現
在
の
海
面
に
な
り
ま
し
た
。

く
ら
し
と
ジ
オ
パ
ー
ク　
　
　

鳥
取
平
野
と
そ
の
成
り
立
ち

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡
82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 53

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か

け
よ
う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
外

の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
や
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇

館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

▲鳥取平野の全景（霊石山山頂から）
鳥取砂丘▼
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まちの求人案内

　（常　用） 　（常　用）

　（パート）

平成 26 年 9 月 19 日現在

－問合せ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院 准看護師 不問 200 ～ 210
看護師 不問 180 ～ 215

㈱たじみや 事務職 45 以下 200 ～ 400
食品工場生産管理 40 以下 180 ～ 300

株本建設工業㈱
土木技術者 59 以下 165 ～ 308
建築技術者 59 以下 165 ～ 308
営業 30 以下 157 ～ 265

㈱マル海渡辺水産 営業・販売業務 64 以下 200 ～ 350
山陰プロパン㈱ 作業員 不問 160 ～ 200

㈱マルワ渡辺水産

フロント・営業 不問 230 ～ 250
水産加工員 不問 133 ～ 147
店内係 不問 134 ～ 230
事務員 不問 146 ～ 155
レジ係 不問 140 ～ 200
一般事務 50 以下 200 ～ 250

㈱菊池組 土木・技術監督 不問 178 ～ 325
土木作業員 不問 180 ～ 215

山陰道路㈱ 土木技術者 65 以下 168 ～ 300
建設作業員 64 以下 168 ～ 260

㈱メフォス
（浜坂病院、ささゆり）

給食調理 59 以下 134 ～ 146
栄養士 59 以下 137 ～ 146

㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 45 以下 160 ～ 250
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 137 ～ 176
山陰造園土木㈱ 土木作業員・技術者 45 以下 176 ～ 250
㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 不問 154 ～ 330
㈱リフティングブレーン 食品生産ライン作業 不問 151 ～ 154
㈲岡市組 土木作業員 不問 176 ～ 220
フジコン食品㈱ 計量・包装作業員 不問 123 ～ 124

（温泉地域）
㈱井筒屋 サービススタッフ 60 以下 211 ～ 256

営業事務 34 以下 147 ～ 188

全但バス㈱
バス運転手 不問 183 ～ 184
総合事務職 34 以下 181 ～ 183
一般事務職 34 以下 153 ～ 171

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

看護師 不問 178 ～ 245
介護員 不問 157 ～ 180

井上自動車整備㈱ クレーンオペレーター 40 以下 130 ～ 370
特別養護老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 167 ～ 191
㈱たむら 精肉加工・販売 不問 135 ～ 250

㈱朝野家

営業係 不問 140 ～ 150
販売係 不問 140 ～ 150
客室係 不問 225 ～ 245
予約係 不問 140 ～ 150

湯快リゾート㈱ レストランスタッフ 不問 140 ～ 158
ホンダカーズ但馬 事務・営業補助 不問 160 ～ 220

山村建設工業㈲ 土木技術者 不問 180 ～ 250
現場作業員 64 以下 180 ～ 250

赤坂土建㈱ 土木作業員 40 以下 230 ～ 250
㈲清美社 下水道維持管理 45 以下 155 ～ 220
富士綜合警備保障㈱ 綜合警備 不問 150 ～ 175
㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 不問 136 ～ 153
㈲坂本建材土木 ダンプ等運転手 不問 200 ～ 300
川戸自動車工業㈱ 自動車整備士 不問 140 ～ 240
アイアンドエフ・ビルディング㈱

（湧泉の宿　ゆあむ）
レストランスタッフ 45 以下 191 ～ 229
調理 45 以下 210 ～ 254

日本郵便㈱ 郵便配達 不問 146

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
㈲山下土建 土木技術者 不問 180 ～ 230

土木作業員 45 以下 150 ～ 200
㈱温泉町夢公社 ホールスタッフ 45 以下 140

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）

神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,100
㈱ナカケー 販売レジ 不問 800 ～ 950

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産

事務員 不問 850 ～ 900
水産加工員 不問 765 ～ 850
鮮魚販売 不問 750 ～ 900
店内係 不問 780 ～ 850
レジ係 不問 800 ～ 850

㈱コメリ 販売員 不問 800 ～ 820
㈱隆栄水産 接客業務 不問 800 ～ 950
浜辺医院 看護師・准看護師 不問 1,000

㈱トヨダ 鮮魚担当 不問 761 ～ 911
惣菜担当 不問 761 ～ 911
食品レジ 不問 761 ～ 911

吉田歯科医院 歯科衛生士 不問 800 ～ 1,000

㈱マル海渡辺水産 フロアスタッフ 不問 800 ～ 1,000
販売店員 不問 800 ～ 1,000

㈱リフティングブレーン 食品梱包 不問 950
ゴダイ㈱ 販売・陳列等 不問 765 ～ 956
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 45 以下 780 ～ 850
㈱安藤・間 職員食堂炊事等 不問 900

（温泉地域）

㈱井筒屋

まかない係 不問 800 ～ 850
浴場管理 不問 800 ～ 850
営業事務 不問 800 ～ 900
朝食会場 不問 950

湯快リゾート㈱ レストランスタッフ 不問 800 ～ 1,125
ナイトフロント 18 以上 800 ～ 1,000

社会福祉法人徳和会　
特別養護老人ホームやすらぎの里

介護補助員 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 990
調理員 不問 800 ～ 850

㈱たむら 接客スタッフ 不問 761 ～ 800
㈱コメリ 販売員 不問 830 ～ 850
㈱エミュー エステ業務 18 以上 984 ～ 1,136
ケービックス㈱ ホテル内業務 不問 765 ～ 800
㈱西沢製作所 空手着縫製 不問 761
ブレーンヒューマニティー 学習支援コーディネート 不問 1,500

㈱寿荘 配膳係 不問 800 ～ 1,000
フロント受付 不問 800 ～ 1,000

㈱恵友会　ソレイユ ヘルパー、雑務 64 以下 800 ～ 850
㈱朝野家 客室サポート 不問 780
アイアンドエフ・ビルディング㈱

（湧泉の宿　ゆあむ）
レストランスタッフ 不問 800 ～ 1,200
調理補助 不問 800 ～ 1,200
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ス
マ
ホ
で
動
画
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

　

夢
ネ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放

映
し
た
動
画
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
は
パ
ソ
コ
ン
で
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
シ
ス

テ
ム
を
改
修
し
、
9
月
放
映
分
か
ら

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
8

月
以
前
分
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
み
で
の

視
聴
に
な
り
ま
す
）

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
に
あ
る「
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
４

つ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

（「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」「
新
温
泉
町
議
会
」

「
も
っ
と
農
業
」
は
随
時
更
新
し
て

い
ま
す
）
ご
覧
に
な
り
た
い
ジ
ャ
ン

ル
を
選
択
し
て
、
動
画
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
82
‐
５
６
２
４

H26（2014）.10.9

広報しんおんせん（10月号）

新温泉町文化会館だより
―問合せ―　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328

平成 26 年度人権ポスターの入選作品展示

『第５回人権講座』 （最終）のご案内

　8 月 2 日に夢ホールで開催した『新温泉町人権を考えるつどい』
で、会場に展示していた今年度の人権ポスターの入賞作品を新温

泉町文化会館１階ロビーで展示して
います。町内の認定こども園の園児
から小学生・中学生・高校生と各年
代の方々が作成した 48 点の彩り鮮
やかで、元気いっぱいの力作が、ロ
ビー全体に展示され、人権啓発の大
切さをうったえながらも、文化会館
の雰囲気を明るくし、来館者の関心を呼んでいます。また、人権標語の入賞
作品は、作品集としてファイルにとじて、１階ロビーに設置しています。み
なさん新温泉町文化会館にお気軽に足を運んでいただいて、町内の子ども達
のすばらしい作品を、ぜひご鑑賞ください。

◇と　き　10 月 22 日（水）
　　　　　 午後 7 時 30 分 ～ 午後 9 時
◇ところ　文化会館　２階大会議室　研修室Ａ
◇テーマ　インターネットに関する人権問題
◇内　容　◎ビデオ 「インターネットと人権」 視聴
　　　　　◎小グループによる意見交換
　　　　　◎新温泉町人権啓発指導員によるお話
※どなたでも、事前申込不要、無料で受講できます。

  【 ビデオ 「インターネットと人権」 】
　インターネットは便利な存在ですが、使い方を
誤ると、悪意がなくても人を傷つける「凶器」に
なりえます。こうした人権侵害は、弱者だけでな
くごく普通に生活している人びとに対しても起こ
ることがあります。このビデオでは、加害者被害
者それぞれの当事者が、状況や思いなどを語って
います。ネット被害を防ぐために私たちがどう考
えるべきかを問題提起します。



22

　9 月 24 日、浜坂温泉保養荘で「福祉まつり」を行い、
約 120 人が参加しました。今年は「笑いと健康」をテー
マに、午前は落語家の三遊亭楽団治さん（朝来市）の講
演会で「がんばりすぎない介護」を楽しく学び、午後は
軽い運動やゲームで体を動かしました。
　参加者からは「講演会も運動も笑いが絶えず、とても
楽しく勉強できました」や「久しぶりに笑い、体を動か
すことができました」などの意見をいただきました。
　次回も多くの方の参加をお待ちしています。

地域の安心・安全を

「笑いと健康」  楽しく実践

　9 月 27 日、地域の安心・安全の実現を目指して「美
方郡住民大会」が夢ホールで開催され、約 250 人が参
加しました。
　大会では、主催者などのあいさつがあり、続いて防犯
や交通安全に貢献された方の表彰が行われました。
　後半は、アマチュア漫才師「まるっち～ず」（篠山市）
による防犯漫才や兵庫県警本部音楽隊による演奏で、防
犯や交通安全への意識を高めました。
　最後は参加者全員で大会宣言を読み上げました。

　9 月 25 日、湯村温泉街で「新温泉町ジオパーク研修会」
を行い、33 人が参加しました。
　この日の講師は、ジオパーク認定ガイドの朝野泰昌さ
ん（湯）で、ポケットパークや荒湯、薬師湯などを巡り、
湯村温泉の歴史や温泉を利用した新たな取り組みなどを
学習しました。また、観光客に温泉街を歩いてもらうた
め、湯村温泉観光協会が行っている「隠れハート」の場
所をいくつか紹介。参加者はハートマークを確認して、
写真を撮っていました。

地元の良さを再認識

広報しんおんせん（10月号）

　町が誇る但馬ビーフを使い、親子で料理を楽しみ、身
近な食材を知ってもらおうと、9 月 13 日、但馬牧場公
園で「但馬ビーフ家庭料理講習会」を開催しました。
　親子５組のグループが、イタリア料理風メニュー５品
に挑戦。お母さんの手ほどきを受けながら、慣れない料
理に奮闘する子供たちが印象的でした。
　調理に入ると、ニンニクを炒める香ばしい香りや、バ
ニラエッセンスの甘い香りが食欲をそそり、最後は、完
成した料理をそろって、おいしく頂きました。

楽しく！美味しく！

H26（2014）.10.9



23

H26（2014）.10.9

がんばれ！郷土力士

　浜坂走ろう会（酒井浩会長）主催の 12 時間チャリティ
マラソンが 9 月 7 日、浜坂県民サンビーチ “ 松の庭 ” 周
回コース（1 周 1.1 キロ）で開催されました。
　25 回目となった今回は、厳しい暑さの中、但馬内外
から駆けつけたランナー約 50 人が 1 本のタスキをつな
いで走りました。
　集められた募金は、これまで東日本大震災への義援金
として寄付されていましたが、今回は福祉施設へ寄付さ
れます。

暑さの中、タスキをつなぐ

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（10月号）

　9 月 4 日、地域活動支援センター「いわつばめ」から、
郷土力士へ 3,000 羽の折鶴が送られました。
　同施設が、新温泉町出身力士が在籍する追手風部屋に
黒米を寄贈。そのお礼に、今年 1 月、大翔海と大翔樹（と
もに浜坂中学校出身）が同施設を訪問し、交流が始まり
ました。
　今回の折鶴は、9 名の通所者が、2 月からの７ヶ月間、
作業の合間に折ったもので、郷土力士がケガなく活躍す
ることを願っていました。　

いつまでもお元気で
　9 月 9 日、町内最高齢者の方、満 88 歳の方（124 名）、
金婚夫婦の方（21 組）に祝品を贈りました。
　88 歳の祝品を贈られた安家一二三さん（宇都野町）
は、健康長寿の秘訣について「毎朝 5 時 30 分に起床し、
規則正しい生活を送っている。『自分にできることを楽
しむ』をモットーに、ボランティア活動に積極的に参加
し、教員時代の同僚や教え子との交流の場にも参加して
いる。」と話していました。
　みなさん、いつまでもお元気で。

　9 月 8 日、浜坂認定こども園で、津波を想定した避難
訓練を行いました。
　同園は海抜 3.1 ｍにあり、今回の訓練では 3 ｍの津
波を想定。近くのナカケー白川店に協力していただき、
店舗屋上の駐車場へ避難しました。
　園外への避難訓練は今回が初めてでしたが、園児約
140 人は、先生の指示をよく聞き、スムーズに避難し
ていました。

みんなそろって高台へ
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H26（2014）.10.9

ご
案
内

広報しんおんせん（10月号）

田
中
正
一
・
富
美
代 　

　
　
　

水
墨
画
二
人
展

　

香
美
町
小
代
区
在
住
の
田
中
正
一
・

富
美
代
ご
夫
妻
が
描
か
れ
た
、
中
国
風

の
山
水
画
や
美
人
画
な
ど
の
水
墨
画
約

50
点
を
展
示
し

ま
す
。

　

墨
の
濃
淡
で

魅
せ
る
素
朴

さ
、
深
み
、
独

特
の
存
在
感
を

お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

10
月
26
日
（
日
）
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
月
曜
日
休
館

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
93
‐
０
８
８
８

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

開
館
20
周
年
記
念
原
画
展

　

坂
本
眞
一
さ
ん
作
の
漫
画
「
孤
高
の

人
」
の
原
画
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
29
日
（
水
）
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

※
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

石
で
語
る
加
藤
文
太
郎
の
世
界

　

木
本
博
明
さ
ん
（
浜
坂
）
に
よ
る
、

加
藤
文
太
郎
の
世
界
を
石
に
貼
っ
た
和

紙
に
描
い
た
味
わ
い
深
い
作
品
の
数
々

を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
31
日
（
金
）
ま
で

▼
と
こ
ろ

　

図
書
館
正
面
玄
関
展
示
コ
ー
ナ
ー

人
形
劇
公
演

　
「
ひ
ま
わ
り
組
・
市
川
町
」
の
み
ん

な
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
。「
三
枚
の
お

札
」
ほ
か
の
公
演
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

視
聴
覚
室

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
み　

不
要

文
太
郎
鍋

　

図
書
館
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
の｢

人
形

劇
公
演｣

や｢

山
歩
き
体
験
講
座｣

の

あ
と
は
、
文
太
郎
鍋
で
舌
鼓
み
し
ま

し
ょ
う
。
毎
年
恒
例
、
大
好
評
の
鍋
を

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
～

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

玄
関
横

▼
参
加
費　

無
料　
　
　
　
　
　
　
　

―
問
合
せ
―

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
82
‐
５
２
５
１

ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り

　
　
　
　
　

２
０
１
４

▼
と
き　

10
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ　

ハ
チ
高
原
（
養
父
市
）

▼
内
容

◇
ス
テ
ー
ジ　

森
の
音
楽
会
、
地
元
伝

　

統
行
事
「
丹
戸
の
お
当
さ
ん
」、
森

　

の
フ
ァ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
な
ど

◇
イ
ベ
ン
ト　

緑
化
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　

展
示
、
県
産
木
材
製
品
の
展
示
、
木

　

工
ク
ラ
フ
ト
、
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
、
樹

　

木
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
な
ど

―
問
合
せ
―

　

兵
庫
県
豊
な
森
づ
く
り
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
６
１
３

リ
ー
ス
教
室

　

自
分
で
集
め
た
野
草
や
木
の
実
な
ど

の
自
然
素
材
で
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

木
の
殿
堂

▼
講
師　

神
尾
し
ず
子
さ
ん（
豊
岡
市
）

▼
参
加
費　

１
５
０
０
円

▼
募
集
人
数　

15
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

木
の
殿
堂

　

℡
（
０
７
９
６
）
96
‐
１
３
８
８
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お
知
ら
せ

行
政
相
談
週
間

　

行
政
相
談
は
、行
政
全
般
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
、
苦
情
な
ど
の

相
談
に
応
じ
、
解
決
や
実
現
に
努
め
、

行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。
行
政
相
談
を
定
期
的
に
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

▼
行
政
週
間

　

10
月
20
日
（
月
）
～
26
日
（
日
）

▼
行
政
相
談
週
間
の
相
談
日

　
（
午
前
9
時
～
11
時
30
分
）

◇
10
月
23
日
（
木
）
町
民
セ
ン
タ
ー

◇
10
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
定
例
相
談
日

　
（
午
前
9
時
～
11
時
30
分
）

◇
第
１
水
曜
日　

町
民
セ
ン
タ
ー

◇
第
３
水
曜
日　

　
　
　
　
　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
行
政
相
談
員　

横
田
長
幹
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

尾
﨑
さ
よ
子
さ
ん

▼
問
合
せ

　

総
務
課　

℡
82
‐
３
１
１
１

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

う
愛
の
贈
り
物
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き
・
こ
と
ろ

　

10
月
17
日
（
金
）

◇
株
式
会
社
ナ
カ
ケ
ー　

白
川
店

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◇
フ
ジ
コ
ン
食
品
株
式
会
社

　

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
65

歳
の
方
（
60
歳
以
上
で
献
血
経
験
の

あ
る
方
は
69
歳
ま
で
）

▼
問
合
せ  

健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０

10
月
は
土
地
月
間
で
す

　
　

土
地
取
引
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、

適
正
で
合
理
的
に
土
地
を
利
用
す
る
た

め
、
次
の
面
積
以
上
の
土
地
取
引
契
約

を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間

以
内
に
、
町
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
届
出
が
必
要
な
面
積

◇
都
市
計
画
区
域
（
浜
坂
地
域
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
㎡
以
上

◇
都
市
計
画
区
域
以
外
（
温
泉
地
域
） 

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
０
㎡
以
上

※
届
出
書
は
、
土
地
の
利
用
目
的
に
つ

　

い
て
審
査
さ
れ
、
必
要
で
あ
れ
ば
助

　

言
や
勧
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

兵
庫
県
都
市
政
策
課　

土
地
対
策
室

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
９
２
９
７

　

建
設
課  

地
域
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

最
低
賃
金
改
正

　

10
月
１
日
か
ら
兵
庫
県
の
最
低
賃
金

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▼
地
域
別
最
低
賃
金
（
時
間
額
）

　

兵
庫
県
最
低
賃
金　

７
７
６
円

▼
産
業
別
最
低
賃
金
（
時
間
額
）　

◇
繊
維
業　

７
６
８
円

◇
鉄
鋼
業　

８
６
６
円

◇
各
種
商
品
小
売
業　

７
８
１
円

◇
自
動
車
小
売
業　

８
２
４
円

▼
問
合
せ

　

兵
庫
労
働
局　

賃
金
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
７
‐
９
１
５
４

　

商
工
観
光
課

　

℡
82
‐
５
６
２
５

但
馬
文
教
府
み
て
や
ま
学
園

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

み
て
や
ま
学
園
入
学
を
考
え
て
い
る

方
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
18
日
（
土
）

　

受
付　

午
前
8
時
45
分
～
9
時

　

見
学　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ　

但
馬
文
教
府

▼
内
容　

み
て
や
ま
学
園
学
園
祭

　

落
語
家
の
笑
福
亭
鶴
笑
の
講
演
、
学

　

習
発
表
、
作
品
展
、
模
擬
店　

な
ど

▼
申
込
期
限　

10
月
17
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

但
馬
文
教
府

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
４
４
０
７

年
末
調
整
説
明
会

▼
と
き　

11
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
問
合
せ

　

豊
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
３
４
４
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募　

集

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
へ
の
提
供

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
で
は
、
文
化

祭
（
温
泉
会
場
）
の
バ
ザ
ー
で
販
売
す

る
品
物
を
集
め
て
い
ま
す
。
売
上
の
一

部
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
し
ま
す
。

第
３
回
世
界
身
体
障
害
者

野
球
日
本
大
会

　

４
年
に
１
度
の
頂
上
決
戦
を
但
馬

ド
ー
ム
で
開
催
し
ま
す
。
但
馬
ド
ー
ム

で
選
手
た
ち
の
勇
姿
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
１
日（
土
）～
２
日（
日
）

▼
と
こ
ろ　

兵
庫
県
立
但
馬
ド
ー
ム

▼
参
加
国　

５
か
国

　

日
本
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、　

プ
エ

　

ル
ト
リ
コ
、
大
韓
民
国
、
中
華
台
北

▼
入
場
料　

無
料

▼
催
し

◇
但
馬
３
市
２
町
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー

◇
但
馬
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
各
国
に
分
か

　

れ
て
ス
タ
ン
ド
応
援

▼
問
合
せ

　

兵
庫
県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（ 

０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

   

日
本
身
体
障
害
者
野
球
連
盟

　

℡
（
０
７
８
）
７
５
２
‐
４
１
０
０

新
温
泉
町
ペ
ッ
ト
休
憩
施
設

指
定
管
理
者

　

新
温
泉
町
ペ
ッ
ト
休
息
施
設
「
ワ
ン

ニ
ャ
ン
夢
ハ
ウ
ス
」
の
指
定
管
理
者
を

公
募
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

指
定
期
間
中
、
安
全
か
つ
円
滑
に
施

設
の
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
法
人
又
は
そ
の
他
の
団
体
で
、
町

内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
も
の

▼
指
定
期
間　

平
成
27
年
１
月
１
日
～

　

平
成
31
年
３
月
31
日（
４
年
３
か
月
）

▼
募
集
要
項
の
配
布

◇
期
間　

10
月
24
日
（
金
）
ま
で

◇
方
法　

新
温
泉
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

　

び
商
工
観
光
課
窓
口
で
配
布

▼
提
出
書
類

　

指
定
申
請
書
ほ
か
（
詳
細
は
、
募
集

　

要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
応
募
期
限　

10
月
24
日
（
金
）
必
着

▼
選
考
方
法　

書
類
審
査
（
必
要
に
応

　

じ
て
面
接
審
査
）

▼
公
募
説
明
会
及
び
現
場
説
明
会

◇
と
き　

10
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～

◇
と
こ
ろ　

　

新
温
泉
町
商
工
会　

温
泉
支
所

▼
問
合
せ

　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

新
温
泉
町
ジ
オ
パ
ー
ク
研
修
会

　

～
ス
ス
キ
の
上
山
高
原
～

　

火
山
が
作
り
出
し
た
美
し
い
高
原
と

ブ
ナ
林
、
こ
の
時
期
は
ス
ス
キ
草
原
が

広
が
り
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
集
合
場
所
・
時
間

　

役
場　

午
前
８
時
45
分

　

温
泉
総
合
支
所　

午
前
９
時

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す

▼
講
師　

小
畑
和
之
さ
ん
（
青
下
）

▼
募
集
人
員　

25
人

▼
申
込
期
限　

10
月
16
日
（
木
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
（
事
務
局　

商
工
観
光
課
内
）

　

℡
82
‐
５
６
２
５

▼
バ
ザ
ー
開
催

◇
と
き　

11
月
３
日
（
月
・
祝
日
）

◇
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
前
広
場

▼
寄
贈
い
た
だ
く
品
物

　

各
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
次
の
品
物
で

　

未
使
用
の
も
の

　

①
什
器
②
装
飾
品
③
手
芸
品

　

④
日
用
品
⑤
雑
貨
⑥
そ
の
他

※
衣
服
と
食
料
品
は
除
き
ま
す
。

▼
出
品
の
受
付

　

温
泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
ま
た

　

は
温
泉
地
域
各
地
区
の
消
費
者
の
会

　

か
区
長
宅
へ
10
月
22
日
（
水
）
ま
で

　

に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

第
４
回
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム

▼
と
き　

10
月
26
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

山
村
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
資
格　

学
生
を
除
く
新
温
泉
町

に
在
住
の
方
。
町
外
居
住
で
新
温
泉

町
に
勤
務
す
る
方
は
２
名
ま
で
出
場

可
能

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

▼
申
込
期
限　

10
月
21
日
（
火
）

▼
問
合
せ　

新
温
泉
町
体
育
協
会

　

℡
82
‐
４
５
１
２
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平成 26 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集

◇応募方法　応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。

　　　　　　 ※資格を有する職種については免許の写しを合わせて提出してください。

◇受付期間　10 月 10 日（金）から 10 月 21 日（火）まで

◇面接日時　10 月 23 日（木）午後 5 時から行います。

◇面接場所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111

職種 採用人員 職務内容 賃金等 配属先 応募資格等 採用期間 勤務時間等

事務員 １名 現地確認事務
事務補助

日額
6,400円 農林水産課

満60歳未満
簡 単 な パ ソ
コ ン 操 作 の
できる方

平成 26 年 11 月 1 日から
平成 27 年 2 月 28 日まで

午前８時 30 分から
午後５時 15 分まで
社会保険・雇用保険加入

事務員 １名 受付・事務補
助

日額
6,400円

環境
センター

平成 26 年 11 月 1 日から
平成 27 年 3 月 31 日まで

浴場員 １名
薬師湯の清掃
等施設管理業
務

日額
6,400円 薬師湯 満65歳未満

① 5:00 ～ 8:30 及び
   13:00 ～ 18:30
② 8:30 ～ 13:00 及び
   18:00 ～ 22:30
ローテーションにより、
①、②及び土日勤務あり
社会保険・雇用保険加入

保健師 １名 保健業務 日額
8,400円

健康福祉課
(す こ や か
～に)

満60歳未満
保健師免許

午前８時 30 分から
午後５時 15 分まで
社会保険・雇用保険加入

保育士又
は保育補
助員

1 名 保育業務

保 育 士
ま た は
幼 稚 園
教 諭 の
免 許 の
ある方
時間
　877円

免 許 の
ない方
時間
　826円

認定こども
園

満60歳未満
保 育 士 ま た
は 幼 稚 園 教
諭免許

満65歳未満

６時間勤務 ( 月～土勤務 )
　午前 7 時～ 10 時
　午後 4 時～ 7 時
社会保険・雇用保険加入

看護師又
は准看護
師

１名 病院の
看護業務

日額
8,400円

公立浜坂病
院

満65歳 未 満
看 護 師・ 准
看護師免許

週 ５ 日 ３ 交 代 制 勤 務 ( 日 勤
8:15 ～ 17:00、準夜 16:00 ～
翌 0:45、深夜 0:15 ～ 9:00)
社会保険・雇用保険加入
※日勤のみ可。勤務する日数、
　時間についても応相談。

介護員 １名 介護業務

日額
6,800 ～
8,000円

以内

老人保健施
設ささゆり 満65歳未満

午前８時３０分から
午後５時１５分まで
( ローテーションにより遅出、
夜間、土日勤務あり )
社会保険・雇用保険加入
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住　所 氏　　名 保護者 出生日 住　所 氏　　名 年齢 死亡日

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

8 月 16 日～ 9 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

●まちのうごき●　
　10月1日現在

（　）内は前月比

人　口 15,810 人 （－  34）

　男 7,538 人 （－  18）

　女 8,272 人 （－  16）

世帯数 5,818 世帯 （ー    9）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

町県民税   第 3 期納期限
  10 月 31 日（金）

税務課　℡ 82-3113

▼とき　10 月 25 日（土）午後 2 時 30 分～

▼ところ　荒湯観光センター「喫茶湯けむり」

▼内容　スイーツビュッフェ（バイキング）

▼参加資格　22 ～ 45 歳くらいの方で、現在お

　付き合いされていない独身の方

　（男性は、美方郡在住・在勤の方を優先）

▼募集人数　男女各15名（応募多数の場合、抽選）

▼参加費　男性 3,000 円、女性 2,000 円

▼申込期限　10 月 20 日（月）

※男性参加者にはイベント前にセミナーを開催
◇とき　10 月 25 日（土）午後 1 時～

◇ところ　新温泉町商工会　温泉支所

◇参加費　左記参加費に含む

―申込み・問合せ―
　新温泉町商工会　浜坂本所　℡ 82-1152


